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1. 大動脈から墨汁或いは造影剤を注入し, 肉眼及び軟線によるレ線撮影によって, モルモット小腸の血
管分布を観察した｡ 小腸動脈は上腸間膜動脈から分岐し腸間膜内で分枝を繰返しつつ小腸に分布する｡




小股血管の連続結紫による腸管壊死の限界は, 初枝では4本 (支配腸管30cm, 全小腸比23.8% ), 次枝
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4. 分娩予定日の約 2週間前にモルモット胎児の腹腔内へ, テルペン池 0.01- 0.5C.C ., モルモット胆汁
0.03- 0.05C .C り 或いはモルモット保存血液 0.03- 0.05C .C . を注入した｡ 18例にこの処置を行なった
が, 保存血液を注入した1例は6日間の妊娠を継続し, 腹腔内には軽度の炎症所見を呈した｡ 他の17例
















その病変はまず最初出血性梗塞が起こり, 30- 48時間で出血壊死を生ずるが, 4 日目のものには線維芽細
胞の集合, 肉芽形成の傾向を生じ,10日後のものに腸管狭窄を認めた｡ すなわち4日以後修復過程を生じ
て奇型を生ずる｡ これに対し胎児の腹腔内に刺激物を入れて生じた腹膜炎は胎児の死亡をきたすが腸管奇
型は生 じなかった｡
本論文は学術的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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